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Right
大
正
七
年
十
一
一
月
五
日
、
勅
令
第
三
百
八
十
九
號
を
以
て
、
”
高
等
學
校
令
“
が
發
布
さ
れ
た
。
即
ち
、
高
等
學
校
は
、
男
子
の
高
等
普
通
教
育
を
完
成
す
る
こ
と
が
そ
の
目
的
で
、
特
に
Ｉ
國
民
道
徳
の
充
實
に
力
む
べ
き
こ
と
。
（
第
一
條
）
修
業
年
限
を
七
年
と
し
、
高
等
科
は
三
年
、
尋
常
科
は
四
年
と
す
る
が
、
高
等
科
の
み
を
置
く
こ
と
も
出
來
ろ
。
（
第
七
條
）
高
等
科
を
、
文
科
及
理
科
に
分
つ
こ
と
。
（
第
八
條
）
高
等
學
校
大
學
豫
科
は
、
大
正
十
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
存
續
す
る
こ
と
。
（
附
則
）
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。
本
校
に
於
て
も
、
吉
岡
校
長
の
綿
密
周
到
な
考
窮
の
結
果
、
八
年
六
月
一
一
十
一
一
一
日
、
學
則
が
改
め
ら
れ
て
、
女
科
及
理
科
と
な
っ
た
。
筆
者
が
斯
の
年
以
後
を
、
高
校
中
期
と
爲
す
所
以
で
あ
る
。
而
し
て
中
學
四
年
修
了
を
以
て
、
入
學
資
格
と
す
る
年
限
の
短
縮
と
、
高
等
學
校
を
軍
に
大
學
豫
科
と
せ
ず
し
て
、
濁
自
的
の
教
育
機
關
と
す
る
こ
と
に
於
て
は
、
明
治
二
十
七
年
に
於
け
る
、
井
上
文
部
大
臣
の
意
圖
が
再
現
し
て
、
時
代
に
相
應
は
し
い
形
態
と
な
っ
た
槻
が
あ
る
。
而
し
て
學
年
は
、
中
學
校
と
同
じ
く
四
月
一
日
に
始
り
、
翌
年
一
一
一
月
三
十
一
日
に
終
り
、
連
絡
に
於
て
約
五
箇
月
の
短
縮
が
出
來
、
四
年
修
了
者
よ
り
す
れ
ば
、
そ
の
上
一
年
間
の
短
縮
を
生
じ
た
事
に
な
る
。
然
し
な
が
ら
、
四
年
修
了
者
の
高
等
學
校
入
學
は
、
そ
の
数
が
極
め
て
少
い
ば
か
り
で
な
く
、
高
等
學
校
高
等
科
の
卒
業
者
に
し
て
、
直
ち
に
己
が
目
的
の
大
學
に
進
む
者
も
、
全
艦
の
幾
割
か
に
過
ぎ
ず
、
さ
れ
ば
と
云
っ
て
、
大
學
を
増
設
す
る
こ
と
も
、
高
等
學
校
を
減
少
す
る
こ
と
も
、
至
難
で
あ
る
爲
に
、
十
三
年
後
の
昭
和
七
年
度
よ
り
は
、
各
組
四
十
人
の
定
員
を
、
一
一
一
十
七
人
に
減
じ
、
同
九
年
度
よ
り
は
、
更
に
三
十
人
に
減
じ
て
、
多
少
の
緩
和
策
を
講
じ
た
け
れ
ど
も
、
大
學
の
入
學
難
は
、
依
然
と
し
て
鍵
る
こ
と
な
く
、
而
も
各
大
學
に
依
り
て
、
甚
だ
し
い
相
違
を
示
し
、
年
限
短
縮
の
目
的
は
、
殆
ど
其
の
幾
分
を
哨
實
現
さ
れ
て
は
居
な
か
っ
た
。
尚
又
、
部
分
的
に
申
せ
ば
、
醤
學
部
も
し
く
は
醤
科
大
學
志
願
者
が
増
加
し
た
結
果
、
昭
和
六
年
度
以
後
は
、
理
科
を
㈹
⑰
高
校
中
期
七
五
龍
南
へ
の
郷
愁
七
四
も
な
い
で
は
な
い
が
、
大
艘
か
ら
す
れ
ば
、
自
然
主
義
や
世
紀
末
的
菰
慶
思
潮
か
ら
、
新
理
想
主
義
へ
の
萠
も
見
一
え
る
や
う
に
な
り
、
大
正
の
初
期
に
於
て
は
、
自
然
主
義
も
行
き
詰
り
の
形
と
な
り
、
新
理
想
主
義
、
新
浪
漫
主
義
、
新
現
實
主
義
な
ど
が
そ
れ
に
代
ら
ん
と
し
、
一
一
｜
年
頃
に
は
、
人
道
主
義
的
文
藝
作
品
が
、
旺
盛
を
極
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
又
一
面
、
大
正
五
年
、
東
京
帝
國
大
學
の
吉
野
（
作
造
）
教
授
が
、
”
中
央
公
論
“
誌
上
に
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
喧
傳
し
、
京
都
帝
國
大
學
の
河
上
（
肇
）
教
授
が
、
”
貧
乏
物
語
“
を
著
し
て
、
青
年
學
徒
に
愛
護
さ
れ
た
こ
と
や
、
大
正
七
年
、
東
京
帝
國
大
學
學
生
の
一
部
が
、
”
新
人
會
“
を
組
織
し
、
“
人
類
解
放
の
新
機
運
に
協
調
し
て
、
そ
の
促
進
に
努
力
す
る
事
”
”
現
代
日
本
の
合
理
的
改
造
運
動
に
従
事
す
る
事
“
等
を
目
標
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
も
亦
、
人
の
克
く
知
る
所
で
あ
ら
う
。
而
し
て
そ
れ
等
の
思
想
な
り
思
潮
な
り
が
、
龍
南
人
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
就
い
て
は
、
次
項
の
”
中
期
“
に
略
述
す
る
が
、
た
だ
、
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
隆
盛
へ
の
過
渡
期
と
し
て
、
筆
者
卒
業
當
時
の
大
正
四
年
か
ら
数
年
間
は
、
龍
南
思
想
史
上
の
輔
期
と
も
瀞
す
べ
く
、
樗
牛
・
漱
石
・
白
村
・
玉
堂
・
ニ
ー
チ
ェ
・
ベ
ル
グ
ソ
ン
等
の
著
作
が
愛
護
さ
れ
、
自
我
の
搬
充
が
叫
ば
れ
、
演
壇
に
於
て
は
、
主
と
し
て
思
想
問
題
が
賑
や
か
で
あ
っ
た
事
だ
け
を
記
し
て
置
く
。
四
、
高
校
中
期
皇太子殿下は、大正九年一一一月一一一十一日、一一一角港に御上陸、往年開校式當時専門學務局次長であった、涜尾東宮大夫を始
ぐ
ぶ
い
ん
めとして、入江侍従長、東郷御學問所總裁など、多数の”供奉員“を從へ、同日午後三時五分、本校に御着になった。職
員及武装せる生徒は、本門外西側に整列してお迎へした。殿下は、吉岡校長の御先導にて、本館階上の”御休所“に暫し
御休憩、吉岡校長並に杉山教授の”軍潤拝謁“の後、本校概況書並に本校爲眞を御一魔。それより事務室階上に於て、本
校高等官、官中席次第六階以上に該富する傭外國人教師、嘱託講師、校欝など一一一十四は、列立して拝謁した。次に”台覧
品陳列室“へ。更に膿操場武夫原に於て、高等科理科一年を編成し、大學豫科三年を幹部とする、中隊教練を御覧になり、
再び御休所に御少憩の後、一一一時四十分、本門外東側に整列せる職員・生徒の”奉遙“裡に、お還りになったのである。
ｌ
◇
ｌ
◇
Ｉ
本校の開校を、古城時代とするか、それとも龍南時代とするかは、見解の相違である。本校の創立は、明治二十年の、
四月で、入學式を學げたのは、同年十一月のことであるＪ故に、開校を以て最初の入學式緊臺行の年と同義にすれば、創立
も開校も、同年である。従って、創立の明治一一十年から算へると、大正九年は、一一一十一一一年目に當り、新築移輔から算へる
と、一一一十一年目に當り、更に又、一一十一一一年十月十日の、新校開校式から算へると、一一一十年目に富ろ。乃ち、大正九年十月
十日に行はれた、”開校第一一一十周年“の記念式典は、新校移鱒を以て、”開校“としたことになる。此の黙は、昭和十一一年
の五十年記念が、古城蕾校の一一十年から起算したのと、その趣を異にするものである。尤も、蕩校に入學した人とも、新
校門枝と同時に移り學ぴ、一一十五年七月十日を以て卒業した十四人もあるので、何れにしても、大して愛りはない。但、
一一一十周年の記念事業の一つとして、校史が編纂されたとするならば、その編者が、私と同様の關心を、古城富時に有した
ものであるか否かは、断二一口出來ないのである。
因に、高等學校増設に就いて一言して置きたい。寺内内閣に於て、新に七校を増設することになり、尋で、原内閣の高
等教育機關擴張計薑に依って、更に十校を増設し、大正十三年度までに、一一十五校に達せしめることとなった。かくて、
大正八年四月十四日には、新潟。松本・山口・松山の四校を、同九年四月十七日には、水戸・山形・佐賀の一一一校を、同年
十一月一一十六日には、弘前・松江の一一校を、同十年十一月八日には、東京・大阪・浦和・幅岡の四校を、同年八月一一十四
日には、靜岡ｐ高知の一一校を増設したのである。而して東京高等學校は、新令の本艘たる七年制の高等學校であり、私立
には、武蔵・浪速・富山の一一一校があり、内、武蔵は、七年制であった。
には、武逵
〔備考〕
龍
南
へ
の
郷
愁
七六
に分ち、㈹の者は、第一一一學年に於て、數學毎週二時間及圖書毎週二時間を選揮履修して、理・工・農學部のみに、何の者
は、第一－學年に於て、植物又動物毎週四時間を選鐸履修して、瞥學部もしくは瞥科大學のみに志望させる方策を採ったが、
十一一一年よりは、それも撤慶して了ったのである。
それはともかく、一一一十年の歳月を閲したと云ふ事は、學校當局も、在校生從も、卒業同窓も、過去の追憶と、現實の反
七七
高
校
中
期
薗制八高等學校の所謂ナムバー・スクールは、明治四十一年、第八の新設以後のことであるが、第六は、明治一一一十一一一年に創立、
第七は、明治二十年に創立、一一十八年より一一一十一一一年まで中絶して、一一一十四年再建され、山口は、明治一一十年より、一一一十八年まで
である。而して大正八年の生徒数は、第一は一千百一人、第一一は八百十七人、第一一一は九百十六人、第四は八百人、第五は九百一一一
人、第六は八百六人、第七は七百一一十七人、第八は七百八十六人で、一、一一一、五、一一、六、四、八、七の順となって居る。
桁
刀
磧
亀
鼻
杉
広
厭
詐
ナ
ム
ハ
ー
。
ス
ク
ー
ル
は
、
明
治
四
十
一
年
、
第
八
の
新
設
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
は、明治二十年に創立、二十八年より三十一一一年まで中絶して、一一一十四年再建され、山口は、雨
ろ。而して大正八年の生徒数は、第一は一千百一人、第二は八百十七人、第一一一は九百十六人、
第六は八百六人、第七は七百二十七人、第八は七百八十六人で、一、一一一、五、二、六、四、罰
Ｉ
◇
ｌ
◇
Ｉ
ｌ
◇
ｌ
◇
Ｉ
Ｉ
◇
ｌ
◇
Ｉ
１１１‐‐‐’－００１■ｌ■１，１画ＩＪＩ、Ｉ１ＩｌＩＩＩ０Ｉ‐‐０ｌｌＩｕ１ｑＩｌ１‐０－０’’１－０．０１■■ＤＩＩＩｒ‐’１－－－１１‐‐，’０‐‐・↓‐ＩＩＩ１－Ｉ‐－１
かくて、大正十三年五月には、“マルクス主義“なる雑誌が創刊され、又、”文藝戦線“と題する、プロレタリア文藝雑誌
も發刊されるなど、その波及する所、實に目覺ましいものがあったのである。翌年七月には、京都帝國大學に於て、”學生
高
校
中
期
七
九
件ふ山本内閣の総辞職に至っては、眞に》
は、壯會の耳目を鐸動さしたものである。
學校長に鱒じ、同日付を以て、溝淵第四高等學校長の韓任が發令された。而して十一年頃より同十五年頃までは、”龍南思
想史上のの言『日目』□日長時代“とも解せられて居るｐ龍南會雑誌が「龍南」と改題されたのは、過ぐる大正八年十月
の事であるが、十三・十四・十五年は、”龍南文壇の黄金時代“として、寮史にも詳記されて居り、十五年夏の對七高野球
試合の紛糾、高専大會に於ける優勝等も、龍南人の、否、熊本縣・市民の談り草となって居る。
その春四月から、一一年課程數學科の第十三臨時教員養成所が附設され、昭和三年一一一月には、更に一一年課程國語漢文科も
設置されて、数學科は二回の、國語漢文科は一同の卒業生を出したことも、並に附記して置く。
次に、今期の世相を概観するに、大正八年、河上博士の”壯會問題研究“が創刊され、同九年には、東京帝國大學の森
戸（辰夫）助教授が、”クロポトキンの杜會思想の研究“と云ふ論文に擦る筆耐事件があり、東京上野公園雨大師前に於け
る、“第一固のメーデー“や、“日本肚會主義同盟“が創立され、十一年には、七月十五日、〃日本共産薫”が創立され、京都
に於て、”至國水平牡創立大會“が開かれ、又、杉山元治郎・賀川豐彦氏等によって、”日本農民組合“なるものが組織され
て、各地に於ける小作争議や、勢働争議の爲に、内務省には、”肚會局“が新設されるに至ったのである。
翌十二年九月一日の關東大震災もさることながら、わけて十一一月一一十七日、開院式當日に起った”虎の門事件”、それに
件ふ山本内閣の総辞職に至っては、眞に遺憾の極みであるが、六月に起った”第一次日本共産蕊事件“も、常時に在りて
設置されて、数學科は二回の、國語漢文－
１
◇
ｌ
◇
Ｉ
龍南會の行事及事業に就いては、”第五高等學校開校三十周年記念祀賀會報告“に依れば、職員・卒業生並に生徒の鱸出
總額八千四百九十九圓二銭の中、六千九百五十八圓四十四銭を記念事業費として龍南會に寄贈し、龍南會はそれに依って
端艇新造及艇庫修築費補足、野球固定ネット建造費、庭球コート新設費、弓術道場修築費・記念雑誌發行費補足、角力土
俵修築費、山岳・美術各展覧會費、ハードル購入費、記念植樹費、演説・剣道・野球・庭球・相撲・弓術等の大會費、運
動會費補足、記念歌作譜謝禮、野球・競技・競走路各修築費、その他に充てたのである。
’
◇
１
１
◇
Ｉ
龍
南
へ
の
郷
愁
七八
省と、將來への希望とに充ち満ちて居たに相違ない。當時未だ”五高同窓會“はなかったが、卒業生の鵬金も相當集まり、
それを龍南會に寄附した。學校としては、十日の記念式に關して、調度・庶務・受付の諸係を設け、龍南會としても、十
一日午後の大連動會（午前中、撃劒・柔道を行ひ、弓術・庭球・野球は、生憎の雨天にて中止）並に十一一日午前開始の
”断郊競走“等に就いて、諸教授にもそれぞれ役員を依頼して、準備に萬遺漏のないやうに努めた。
かくて、十月十日の午前十時、待望の記念式は暴行された。生徒、職員、來賓（百四十餘名）の順序を以て、式場たる
雨天艦操場濟美館所定の位置に着席。開式が宣せられて、”君が代“齊唱、學校長式辮、一一一十周年報告（杉山幹事）、職員總
代祀詞（田上教授）、生徒総代覗詞（士倉総務委員）、文部大臣覗詞（闇屋書記官代讃）、卒業生総代肌詞（大谷國吉）、來賓耐
詞（川口熊本縣知事・佐柳熊本市長・渡邊第七高等學校長・生駒佐賀高等學校長・一一一浦熊本高等工業學校長）、覗電披露、
文部大臣功勢者表彰（杉山教授）、第五高等學校功勢者表彰（杉山教授）、生徒紀念の歌齊唱を以て式を閉ぢ、來賓、職員、
生徒の順を以て退場、と記されて居る。
吉岡校長は、沿革略にも記して置いたやうに、数との足跡を印しつつ、十年十一月九日付を以て、既記新設の浦和高等
以降の数年間は、全國の青年學校に對して、甚大なる反映を來したのであるから、吾が校に在りても、固よりその圏外に
立つべき筈もなく、それ等の思想研究の團鵠が生じたばかりでなく、途には、大正十五年三月の市電争議にまで活躍する
と云ふ有様で、大正十二年に起り、終戦時まで存綴して居た”東光會“の如きは、その反動或は半面と見るべきであらう。
而してかかる状態に善魔せる學校長や、生徒課關係諸氏の苦心も、並とならぬものがあったのは云ふまでもなく、殊に溝
淵校長在職中の、絶えざる苦衷と霊痙に至っては、恂に察するに餘りあるものがある。今、その一例を示せば、昭和二年、
”肚會科學研究會“に就いて、溝淵校長より、文部省に報告したものの中に、次の一節がある。
尚ホ、小職ノ最モ警戒シタルコトハ、毎年ノ行事トシテ、熊本ニ在ル四高専門學校聯合演説會ガ十五日一一開催サル、事
ナリシガ、十一一日締切迄二、十九名ノ原稿提出者（例年ヨリ多数）アリ、一々嚴査シテ、理由ヲ個人別一一云上聞カセ、
七名ハ不許可、数名二訂正ヲ命ジタルモ、。案外理窟ヲコネル者モ無ク、温和二引取り、十三、十四日ノ雨日二開キタル
ママ
代表演説者豫選會モ、サシタル事ナク、又、蕊衆者モ至リテ少ナク、十五日ノ聯合漬読會モ、無事二終了ヲ上ロゲタリ、
此に由っても察せられるやうに、當時の演説會は勿論のこと、”龍南”の内容の如きも、從來と大いに其の趣きを異にし、
雨部の委員に、思想的に偏った者が多かった爲か、全龍南人よりすればＪ龍南”を縮いても、演説を鑑いても、餘り興味
を唆られず、味讃し、傾蕊する者も至って少く、往時の隆盛に比すべきでなかった事を、筆者は知ってゐる。（但、大正の
末期は、龍南文壇の黄金時代とも瀞へられて居るやうに、各種の同人雑誌が現れたことは、五十年史に略述して置いた通
りである。）更に、學校としても、極めて厄介頑したのは、龍南會の組織改革の問題であった。溝淵校長が、文部省學生部
長宛に報告した、三千数百字から成る手稿の一部を、左に掲げてみよう。
校友會改革運動ニッキ學生部長一一報告ノ件
高
校
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ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
故に若し、昭和六年九月十八日の”満洲事愛”、同七年一月一一十八日の”上海事愛代同年五月十五日の、所謂”五・一五
事件“、同十年八月一一一日の”國艦明徴“の鑿明、同十一年一一月一一十六日の、所謂”一一・一一六事件が等は、一は以て杜會人心
の動向を察すべく、｜は以て國民思想に及ぼした影響を知るべきであらう。
以上は、今期に於ける一斑を示したに過ぎないが、マルクス主義もしくは肚會科學研究が、特に熾になった大正十一一年
次に、”右翼“的方面は如何と云ふに、大正七年四月の”愛國團艦大正赤心會”、一八年十月の”大日本圃悴會代十五年一一一月
の”國本杜代昭和六年一月の”血盟圏”、同年四月の”愛郷塾”、七年一月の”國維會代同年一一月の”帥武會“等の出現を見、
同年六月には、大日本生産薫・帥武會・新日本國民同盟・日本國家祗會黛等の共同戦線として、”國難打解聯合協同會“な
るものが起り、同年八月には、文部省に於ても、”國民精榊文化研究所“を開いて、所謂”韓向學生“の思想善導に力を注
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肚會科學聯合會”なものものが催され、一面、所謂”禰本イズム“の喧傳も亦、無産者運動に異常の影響を與へたもので
あるが、十五年一月には、途に所謂”京大事件“なるものが起り、多数學生の收監すら見るに至ったｕ而してこの年に於
ける努働争議は、四百九十五件、その人員六寓六千、小作争議は、一一千一一十九件、その人員十一嵩と記されて居ることか
らしても、恩ひ半に過ぐるものがあるであらう。
降って昭和一一一年一一一月には、〃第二次日本共産窯の槍墨“が行はれ、四月には、京都・九州雨帝國大學教授数名の辞職があ
り、同月又、東大の”新人會”や、京大の”肚會科學會“も途に解散を命ぜられるに至り、五年一月には、”第一一一次日本共
産麓の検學“が行はれ、東大教授中にも、免官になった者があると云ふ状態で、少くも表面的には、所謂”赤色“も漸や
く槌せて來た。
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
◇
ｌ
◇
ｌ
壯會の思潮が、日を累ねて平靜に歸すると、青年子弟も亦、次第に思想穏健となり、その間必ずしも絶無とは申さぬが、
杜會の注目を惹くやうな事件も起らず、昭和四月四月以後の入學者に對しては、”第一一保證人規定“を設けて、父兄たる保
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その説く所、理路井然として情理を兼ね、深切丁寧であることは、溝淵校長の眞面目の發露と謂ふくく、その當時、”縣
知事たることは、いと易く、高等學校の校長たることは、至難である”、と評した人もあったが、蓋、知言であったらう。
枚
ハ
、
現
在
ノ
龍
南
會
役
員
會
二
於
」
キ旨ヲ論シ、生徒ノミーーテ代議ニ
モ亦、之ヲ許可セザリキ。（下略）
その説く所、理路井然として情剪
一一℃代議員會二於テハ、生徒ノ利害一一關係アル一切ノ事項ヲ附議ス心
三、代議員會ノ決議ハ、賞行委員之ヲ學校二提出シテ許可ヲ受ヶ、其ノ實現ニ努ム、
（中略）蓋シ生徒ハ、代議員會ノ面目ヲ老フルヲ以テ、假令内心二於テハ學校ノーーーーロフ所ノ是ナルヲ知ルモ、之一一蕊從セ
ズシテ、鉋迄モ代議員會ノ決議ヲ固執シ、猶ホ學校ノ横暴塵制ヲ叫ピ、學校ノ平和ヲ攪飢スルーー至ルノ虞アリ。故二學
校ハ、現在ノ龍南會役員會二於ケル如ク、校長ヲ議長トシ、教授生徒相會シテ共一一龍南會ノ重要事項ヲ相談スル方宜シ
キ旨ヲ論シ、生徒ノミニテ代議員會ヲ組織シテ決議ヲ作成シ、之ヲ學校二提出シテ其ノ許可ヲ受ケントスル生徒ノ提案
龍南會組織改革運動ノ經過ハ上一一陳述セリ。然ラバ彼等ハ、龍南會ノ組織ヲ如何二改革セントセシカ、既二述べダル如
ク、該改革運動ハ、五ヶ年間繼續シ、其ノ間總務委員ヲ代フルコト六度（任期中總務委員ノ辞職セシコトー度アリシ故）、
總務委員ノ代ル毎一一、其ノ主張モ多少愛化シ、又、同一ノ總務委員ト雄、學校ノ所説ヲ蕊キテ、其ノ考ヲ愛更セル所ア
リシヲ以テ、生徒ノ主張スル所終始同ジカリシニァラズ。然ル一一、次二褐グル一一一項ハ、五ヶ間ヲ通ジ、總務委員ノ主張
セシ所一一シテ、實二改革案ノ骨子タリシモノナリ。．
「各組ヨリニ名ノ代議員ヲ選出シ、代議員會ヲ組織ス、
他二是レァリ。（中略）
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本校二於テハ、去ル大正十一一年春、初メテ龍南會（校友會）總務委員ヨリ會長一一對シ、龍南會組織改革ノ要求ヲ提出セ
リ。爾來、昭和一一一年春新。一一選出セラレタル総務委員ガ、會員一同一一對シテ、今後斯ル要求ヲ提出セザルコトヲ宣一一一一ロスル
ニ至ル迄、前後五ヶ年二亙り、該要求ハ、毎年、新一一選出セラレタル総務委員ニョリ提出セラレタリ。龍南會組織改革
運動ハ、最初一一年間ハ微温的ナリシモ、其後ノ一一一年間ハ其勢猛烈ナリキ。而シテ該問題一一就キ學校ト交渉ノ任一一富リシ
ハ、龍南會總務委員ナリシモ、該運動ノ中心ハ左傾生徒ナリキ。（中略）而シテ學校一一於テハ、教頭、生徒監、享ラ彼等
ト折衝セシモ、時一一校長モ亦此二参加セリ。彼等ハ、生徒ト折衝ノ際？生徒ガ甚シク常軌ヲ逸シタル言論ヲナシタル時、
之ヲ叱責セルコトナキニァラザリシモ、可成冷靜ナル態度ヲ以テ生徒一一接シ、温言ヲ以テ彼等ノ思想ノ誤謬ヲ指摘シ、
又、彼等ノ提案ノ實行シ得ベカラザルヲ説明シ、彼等ヲシテ自カラ其ノ誤レルヲ悟ラシムルニ努メタリ。其ノ結果、彼
等ハ、學校ノ意志ノ筆固ニシテ之ヲ動カスコトノ到底不可能ナルヲ知り、又、彼等ノ中、生徒ノ提案ノ誤レルヲ覺ル者
生ジ、終一一昭和一一一年、龍南會組織改革運動ノ消滅ヲ見ルー至しり。龍南會組織改革運動ノ消滅スルニ至レル理由、猶ホ
〔参考〕
ママ
名校長人格の力東光會研究會の久しきに渉れる軋礫、竝に研究會員が畢生の本分を越えて乗り出さんとした肚會運動、
高戦の餘波として捲起った諸問題を、断乎として解決し、その間敢へて策動の餘地なからしめ、無事に解決を見たのは、
校長溝淵先生の人格の力に依るものとして、吾等が永く忘れ得ない所である。（習學寮史より）
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天皇陛下は、肥筑の山野に於ける、陸軍特別大演習御統監のため、昭和六年十一月八日の朝、宮城を御出護・横濱港に
於て、”御召艦“”榛名”に御便乘。第八躯逐隊の”朝霧”、”狹霧”、”天霧〃の各艦を従ヘ、海路蒜なく、十日の夕、佐世保
港外の黒島沖に御假泊ｕ翌十一日朝、御上陸。同日午後一一一時十五日、熊本騨頭に、街路の両側に、感激に包まれて堵列す
る幾十萬の奉迎を受けつつ、大本管偕行杜にお着きになった。かくて御休養の邉もなく、十一一・十一一一の雨日に亙り、雨中
も御厭ひなく、御愛馬”白雪號“に跨って、無事御統監を了り、十五日午前には、”帯山練兵場“に於ける大観兵式、並に、
渡鹿”第十一一一聯隊“管内に於ける”御賜饒場“に御臨席。午後には、山口・九州ｄ沖繩各縣消防組を”御親閲“の後、一
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年の記念日を待望して已まなかったのである。故に若し七月七日の蘆溝橋の事件がきっかけとなって、彼の支那事愛が起
らなかったならば、どれくらゐ盛大を極めたことだったらう。」と、曾て五十年史に書いたそのままを再記しなくなった
溝淵校長は、講堂・プール・武道場等の新設へ對七高戦の魔理、”五高同窓會”の創設等、幾多の業績を遺し、寒稽古中
など、自から稽古もし、審判することもあり、歴代校長の中、最も長い間本校に在って、機會ある毎に、一般生徒とも面
接することに努め、厄介な生徒の婦女子關係までも、表沙汰にせずして、適當に取り捌いてやるほどであったが、六年一
月十日付を以て、全校の愛惜極に、母校たる一一一高に鱒じ、本校第一同卒業の武藤虎太氏（蕾姓木崎）が、四高の校長から
純任して來た。而して在勤一年餘に過ぎなかったが、その間に特筆すべきことが一一つある。その一つは、天皇陛下の奉迎
で、他の一つは、全校生徒の盟休である。
のである。
旦、大本管に御歸還。親しく地方の民情・學事を御覧のため、熊本縣臆の後、直ちに本校に向はせられたのである。
是より先Ｊ地方行幸係“からその旨の通牒に接した吾が校は、俄に生氣と歓喜に溢れ、武藤校長の宮内省”出頭”を始
めとして、”行幸奉迎事務分掌規程“を定めて、總務部、陳列・競技・生徒・接待・設備・衛生・樂隊・記録・篇眞・經理
などの諸係を設け、學校奉迎の準備に精勵して、萬遺漏なきを期したのである。殊に、過ぐる大正九年一一一月一一一十一日、皇
太子殿下の頃と、並に再びお迎へすることは、重ねて光榮に浴した次第で、薑習學寮内の”仰光館“も、その記念の一つ
である。ここにも亦、五十年史の拙録を引用する。
此の日残雪未だ全く散ぜず、午後三時、全員奉迎の位置に就き、恭しく御着輩を待ち奉れば、細雨露々として過ぎ行
く折しも、偶と－一條の虹寛相並んで東天より校地の空に亙り、七彩洵に鮮麗、夕陽を鶏へる薄雲亦漸く開きて燦然、蕊
やがて、略式自動車歯簿にて校門を入らせ給へば、生徒吹奏團の吹奏する「君が代」劉蠕として響き渡り、文部大臣
代理中川文部次官、武藤校長外六名は事務所玄關右側にて、その他の教官等二十九名は左側生課課入口近くにて、生徒
總代二十六名は中門附近の樂團に隣接して、靜粛に待ち奉った。かくて午后四時七分着御、校長の御先導にて便殿なる
會議室に入らせられ、直ちに文部次官、學校長外六名に軍濁拝謁を賜はり、更に約五分間に亙って學校長の奏上する本
校の概況を間召され、次で列立拝謁場に充てられたろ生徒圖書閲覧室に入らせ給ひ、教官等一一十二名に列立拝謁を賜は
った・それより天覺品を陳列せる教官圖書閲覧室に玉歩を移させ給ひて、關係教官侍立の上、學校長の御説明を御蕊収
遊ぱされつ』、陳列品を御覧あらせられたのである。（中略）
天覺品陳列室より、學校長の御先導にて、校庭武夫原へ出御あらせられ、玉座に上らせ給ひ、西側に整列せる教官及
八七
高
校
中
期
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し
も
、
偶
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で
東
天
譲たる瑞雲爲に彌と濃かなるを覺えた。．
ｌ
◇
ｌ
◇
Ｉ
Ｉ枝第五同卒業の十時彌氏が、廣島高等學校長から鞠任して、その後を襲うたのである。而して十二年は、開校五十年に富ろので、九年、同窓會を中心に、十時校長を會長として、”第五高等學校開校第五十年記念會“が組織され、下記の如き各種の行事や、”同窓會館“の建設・“五高五十年史”の編纂等の事業に心を傾けることになった。昭和十二年七月七日に起った蘆溝橋事件は、同月一一十九日の通州事件と、八月九日の大山大尉事件とに依って、局地的北支事愛も、途に全面的な”支那事愛“に擴大し、出兵又出兵、日を累ねて多数の死傷者を出し、巨額の國怒を要する秋に於て、來るべき記念の式典及行事を如何にすべきかは、本校一同の關心措く能はざる所であった。けれども、去る九年以來、記念會は、一千七百餘名の同窓發起人を依頼し、三萬五千圓（今の約三千萬圓に當る？）を目標額にして、至會員の鴎出を乞ふことを計霞し、爾來鋭意準備を績け、計書した事業は、最早實施中でもあるので、協議の結果、極めて嚴粛に、極めて有意義に、之を遂行することとなり、式場・校内の装飾、校外への宣傳等も最小限度に縮小し、龍南會主催の園遊會も中止されるに至ったのである。 翌七年一一一月三日の卒業式の際、偶と筆者は教員代表の順番に當り、學式の順次に従って、過去の傅統を穂へ、現在の幸一鵬を慶び、更に將來の希望を識ふ意味の祀辮を朗読した。かくて、滞りなく式は濟んだが通第二學年の生徒たちは、講堂を出ると、そのまま寄宿舎に彊制入寮し、やがて一年の寮生はもとより、通學生もそれに合流して、本校未曾有の、否、最初にして最後の盟休事件となって了った。（明治三十九年十月の事件は、第三部（警科）を除き、休校僅に二日間であった。）而してこれに閥する、”雑報第一號“の印刷配布の件を始めとして、具艘的の事は、一切習學寮史に譲り、盟休の原因たる生徒の虞分の經緯に就いても亦、一切差控へておきたい。學校生徒間の交渉も進まず、父兄や同窓會の斡旋調停もその効無く、何日解決するとも知れない状態に在ったが、十二日に至り、遂に生徒の無條件解散を以て、さしもの事件もやうやく落着するに至った。然るに、武藤校長は、赴任直後、奉迎打合せの爲に上京しへ歸途病に罹って京都に静養、少康を得たので、老病を押して、その大任を遂げて間も無く、圖らずもこの大問題に直面、身心共に困臘の極に達して居たので、在職一年二箇月にして、三月十日、職を静し、同じく本 龍南への郷愁八八び生徒、南側東寄りに整列せる職員家族の最敬禮を受けさせ給へば、全員齊しく生徒吹奏圏の吹奏に和して、「君が代」を一同唱へ奉る。次で學校長は、運動競技開始の旨を一一一一口上し、四百米突繼走競技・圓盤投競技・定高跳競技・ラ式蹴球戦各種目員参加の、極めて緊張せろ活動を叡覺あらせられた。運動競技了ろや、學校長發聾にて、天皇陛下寓歳を三唱し奉った。かくて國歌奏楽の中に玉座を退御あらせられ、再び便殿にて御少憩の後、午后四時四十二分、玄關に於ける教官及び生徒総代の奉遥を受けさせ給ひつ白、龍顔いとも麗しく熊本高等工業學校へ向はせ給うたのである。〔備考〕九年五月十一日には、鳩山前文部大臣來校、一場の講演。七月二十九日には、十時校長を幽長とする”防護図“が編成され、夜は”燈火管制“の豫行演習。八月八日には、”防空演習“（寳弾射撃）見學のため百貨石へ遠足。十一・十二の両日には、熊本地颪に於て、喪は防空演習、夜は燈火管制の宵施。而して瀧淵三高校長の計に接し、學校・龍南會・同窓會より、それぞれ敬弔の意を表したのは、九月十二日のことである。高校中期 ｌ◇ｌ◇Ｉ ｌ◇ｌ◇Ｉ ｌ◇ｌ◇Ｉ八九
かくて、吾が校未曾有の式典は、十月十日午前十時を卜して暴行された。集まる者來餐を合せて凡そ一千五百名、さす
がに光輝ある五十年の歴史を飾るに相應はしい盛儀であった。一同所定の席に着けば、全員起立、國歌齊唱、十時校長の
勅語奉讃、次に式辞朗讃、次に山川専門學務局長は、安井文部大臣の祀辮を、村川東京帝國大學名譽教授は、長與總長の
覗瀞を代議し、濱田京都帝國大學総長は、口頭を以て覗辮を述べ、荒川九州帝國大學総長・高等學校長代表隈本第六高等
學校長・九州沖縄各縣知事代表藤岡熊本縣知事・山隈熊本市長・熊本縣中學校長代表幅田熊本縣立熊本中學校長・本校職
員總代山形教頭・卒業生總代錦鶏聞祗侯赤星典太氏・生徒總代龍南會瀧本總務委員（植田総務委員代理）等の祀瀞朗讃、
縞いて岡本教授の覗電披露があって、勤續者の表彰に移る。小島名譽教授、白壁・山形二教授に對しては、特に、山川局
長より文部大臣の感謝状を以て、多年育英精勤の功を彰し、次に、第一同卒業の藤本充安氏は、第五高等學校開校第五十
年記念會を代表して、”記念會館“を”献納”した。次に、職員生徒並に卒業者の”創立紀念の歌”、生徒の”五十年記念
祀歌“の齊唱を以て、午前十一時五十分、嚴粛感銘裡に、斯の思ひ出漂い腕典の式は閉ぢられたのである。
龍
南
へ
の
郷
愁
九
○
斯の日、式場の講堂や、午餐場の濟美館は申すまでもなく、武夫原に至るまで、校内隈なく淨められ、式場正面の左右
には、「瑞邦」「濟美」の一一額を掲げ、臺上には、恒例に依って、花瓶の外に、文武を象徴する”集古十種”、“Ｎ・Ｅ．Ｄ・”
及”具足”を飾り、中門には、”開校五十年“のアーチを設け、日頃は開かれないので、“龍南七不思議“の一つとなって
居る本館の正面玄關も開き、両側に國旗を立てることとなり、その他、晴雨両様の諸準備も成り、七日夜來の霧雨を氣づ
かひつつ、當日を待った。
ｌ
◇
Ｉ
◇
Ｉ
式後、來喪及職員は、直ちに緑のアーチを通り、紅白の慢幕も鮮やかな午餐場に入り、特別來賓は正面の”菊席”に、
一般來賓は西側の”萩席“に、而して卒業同窓は東側の”楓席“に、それぞれ着席すれば、十時校長開宴の挨拶、次に濱
田總長の謝辞がって、・折詰を開いた。而して記念の杯はあったが、時局に鑑みて、シトロン、番茶を以て覗酒に代へつつ
、
、
寛談。かくて、藤岡知事の發聾を以て、天皇陛下萬歳を、次に、山隈市長の首唱を以て、第五第等學校萬歳を一一一唱して、
散會、一一一と五と、本館階上の記念展覧會場や、記念館に向ったのである。
習學寮食堂に於ける生徒の午餐は、山形教頭の挨拶、植田總務の答静があって後開宴、母校の萬歳を一一一喝して退散し先
のであるが、當日の來會者には、第五高等學校沿革略・記念カフス釦・記念繪葉書・校内植物便覧・記念手拭等を、生徒
には、沿革略・繪葉書及手拭が贈られた。
員二募り、一兀工學部並二第十三臨時教員養成所出身ノ賛助ヲ得テ、校史ノ編纂・記念會館ノ建設等ヲ企ツル所アリ、而
シテ今ャ會館完ク成ル、乃チ之ヲ官二職ジテ以テ珈力感謝ノ微枕ヲ表シ、併セテ後進誘披ノー助二資セント欲ス、御受
納ノ上、宜シク御利用アランコトヲ希フ、
紬ノ上、宜シク御利用アラ
昭和十二年十月十日
‐
Ｉ
◇
ｌ
◇
ｌ
母校今並創立五十年ヲ迎フル一一當リ、
Ｉ
◇
ｌ
◇
ｌ
記念會行事の一つであった慰蕊祭は、同日午後一一時半より、職員・生徒・遺族・同窓會員参列の上で、講堂に於て、三
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